
     　

杏
嶺
会
で
は
法
人
内
の
多
様
な
施
設
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
統
括
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン

を
設
け
、
全
体
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ

の
責
任
者
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
統
括
部

長
）
で
あ
る
小
倉
清
孝
（
理
学
療
法
士
）
に
、

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
「
私
ど
も
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
の
機
能
を
フ
ル
発
揮
し
て
い
く
上
で
重
要

な
の
は
、
や
は
り
地
域
連
携
で
す
。
同
じ
地
域

に
あ
る
急
性
期
病
院
と
の︿
前
方
連
携
﹀、
退

院
後
の
在
宅
療
養
を
支
え
る
診
療
所
や
在
宅

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の︿
後
方
連
携
﹀を
そ
れ

ぞ
れ
し
っ
か
り
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
、
地
域
医
療
の
提
供
体
制
が

︿
病
院
か
ら
在
宅
へ
﹀と
移
っ
て
い
く
こ
と
を

考
え
る
と
、
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

支
援
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
法
人
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

で
は
、
患
者
さ
ん
の
退
院
前
に
行
う
ご
自
宅

訪
問
は
も
ち
ろ
ん
、
退
院
後
も
１
カ
月
後
に

必
ず
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問

し
、
回
復
し
た
身
体
機
能
を
維
持
で
き
て
い

る
か
、
日
常
生
活
動
作
で
困
り
ご
と
は
な
い
か

確
認
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
う
し
た
き
め
細

か
い
支
援
を
通
じ
て
、
ご
自
宅
で
暮
ら
す
患

者
さ
ん
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
の
一
方
で
、
小
倉
は
こ
れ
か
ら
の
超
高

齢
社
会
を
見
据
え
、
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
目
を
向
け
る
。「
高
齢
に
な
る
ほ
ど

脳
卒
中
や
認
知
症
を
発
症
し
や
す
く
、
ま
た

転
倒
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
で
も
、
適
切

な
栄
養
管
理
や
運
動
を
す
る
こ
と
で
病
気
や

怪
我
の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。
私
た
ち
が
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
運
動
療
法
の
エ
ビ
デ
ン
ス
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●
「
訓
練
す
れ
ば
、
失
わ
れ
た
機
能
を
元
通
り
に

回
復
で
き
る
」。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
は
、

し
ば
し
ば
、そ
ん
な
ふ
う
に
誤
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、

実
際
の
目
的
は
、
失
わ
れ
た︿
身
体
機
能
﹀の
改

善
を
促
す
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
身
体
機
能
を
最

大
限
に
活
用
し
て
、
日
常
生
活
活
動
の
向
上
を

め
ざ
す
。
す
な
わ
ち
、
食
事
、
排
泄
、
着
替
え
、

買
い
物
な
ど
を
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
促
す
、
い

わ
ば︿
生
活
機
能
﹀を
高
め
る
訓
練
で
あ
る
。

●
地
域
の
高
齢
化
に
伴
い
、
こ
れ
か
ら
は
、
重
度

の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
病
院
を
退
院
し
て
在

宅
で
暮
ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
不

自
由
な
生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
い
も
の
に
す
る

に
は
、
身
体
機
能
と
と
も
に
、
生
活
機
能
を
高

め
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い
。
杏
嶺

会
は
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、
生
活
を
取
り
戻

す
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
面
展
開
に

力
を
注
ぐ
。
地
域
で
存
在
感
を
高
め
る
同
法
人

の
挑
戦
に
期
待
し
た
い
。

生
活
機
能
を
高
め
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
。

（
科
学
的
根
拠
）
を
活
か
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
健
康
作
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　

杏
嶺
会
の
理
念
は
「
街
と
人
が
明
る
く
健

康
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」。
そ
の
理
念
に
基

づ
き
、
同
法
人
は
こ
れ
か
ら
も
、
法
人
内
の

連
携
、
地
域
全
体
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
予

防
か
ら
在
宅
ま
で
の
道
筋
を
、
濃
密
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
支
え
て
い
く
。
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特色ある二つの病院で
生活復帰に挑む。

vol.23 タイアップ

回復期リハビリテーション病棟特集
社会医療法人 杏嶺会（尾西記念病院・上林記念病院）

︿
予
防
か
ら
在
宅
ま
で
﹀を

キ
ー
ワ
ー
ド
に

質
の
高
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
で

高
齢
者
を
支
え
て
い
く
。
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病
気
や
怪
我
で
障
害
を
持
っ
た
人
に
対
し
、

心
身
機
能
の
改
善
を
促
す
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
。
こ
れ
は
、
回
復
過
程
に
よ
っ
て
、

急
性
期
、
回
復
期
、
生
活
期
（
維
持
期
）
の

３
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
発
症
・
受

傷
後
の
間
も
な
い
急
性
期
で
は
早
期
離
床
を

め
ざ
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
回
復
期
で
、
退
院
後
の
生
活
を
見

据
え
た
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

践
。
そ
し
て
、
生
活
の
場
に
戻
っ
た
後
も
、

身
体
機
能
の
維
持
、
生
活
の
質
の
向
上
を
め

ざ
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
さ
れ
る
。

杏
嶺
会
で
は
、
総
勢
２
７
４
名
に
の
ぼ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
（
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）
を
投
入
し
、

患
者
の
在
宅
復
帰
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
、
最
も
集
中
的
に
訓

練
を
行
う
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
杏
嶺
会
で
は
、
尾
西
記
念
病

院
と
上
林
記
念
病
院
に
、
合
計
１
８
８
床
の
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設
す
る
。

　

そ
の
一
つ
、
一
宮
市
南
西
部
に
あ
る
尾
西
記

念
病
院
は
、
内
科･

外
科
を
は
じ
め
全
13
科

の
診
療
科
を
持
ち
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま

で
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。︿
地
域
を
大
事

に
す
る
﹀と
い
う
同
院
の
哲
学
の
も
と
、
医
師
、

看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
一
丸
と
な

り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
常

的
な
基
本
動
作
を
評
価
す
る
機
能
的
自
立
度

評
価
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
利
得
※
）
に
お
い
て
、
同
院
は

23
・
３
を
マ
ー
ク（
平
成
26
年
度
）。
こ
れ
は
、

全
国
平
均
16
・
７
を
は
る
か
に
超
え
る
優
れ
た

実
力
を
示
す
も
の
だ
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
部
長
の
山
村
裕
明
医
師
は
同
院
の
特
色
に

つ
い
て
「
質
と
密
度
の
高
さ
が
特
色
で
す
。
質

の
高
さ
で
は
常
に
学
会
情
報
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
有
効
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
や
知
識

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、︿
地
域
の
患
者

さ
ん
を
よ
り
良
く
し
た
い
﹀と
い
う
想
い
か
ら
、

西
尾
張
エ
リ
ア
で
初
め
て（
平
成
28
年
４
月
）、

最
新
リ
ハ
ビ
リ
機
器︿
ア
ル
タ
ー
Ｇ
﹀を
導
入
し
、

下
肢
障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
歩
行
訓
練
に

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は
コ
ラ
ム
参

照
）。
密
度
の
高
さ
で
は
、
実
生
活
の
自
立
を

見
据
え
、
患
者
さ
ん
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
集
中
的
な
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
遠
方
に
い
か
な
く
て
も
、
こ
の

地
域
で
効
率
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
一
方
、
尾
西
記
念
病
院
か
ら
北
方
へ
車
で

15
分
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
上
林
記
念

病
院
は
、
一
般
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で

な
く
認
知
症
も
含
む
精
神
科
領
域
の
治
療
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。
上
林
記
念
病
院
・
回

復
期
領
域
管
理
師
長
の
齊
藤
良
枝
看
護
師

は
、「
徘
徊
や
奇
声
な
ど
、
認
知
症
の
周
辺

症
状
が
あ
る
と
、
訓
練
や
病
棟
生
活
に
支
障

を
来
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
認
知
症
の
方
が

骨
折
な
ど
を
し
て
訓
練
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

な
か
な
か
受
け
入
れ
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
方
々

を
率
先
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
こ
そ
、
当
院

の
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

す
。
同
院
で
は
、
認
知
症
や
精
神
疾
患
を
持

つ
患
者
に
対
し
て
、
心
の
安
定
を
図
る
専
門

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
併
用
し
な
が
ら
、
在
宅

復
帰
を
め
ざ
し
た
訓
練
を
行
う
。
ま
た
、
脳

卒
中
後
に
、
う
つ
病
を
発
症
し
た
患
者
に
適

切
に
対
応
で
き
る
の
も
、
同
院
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
専
門
性
の
高
い
医
療
の
展

開
が
評
価
さ
れ
、
同
院
に
は
、
一
宮
市
・
稲
沢

市
は
も
ち
ろ
ん
、
名
古
屋
市
、
岐
阜
市
、
羽

島
市
な
ど
広
域
か
ら
患
者
が
訪
れ
る
と
い
う
。

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
を
提
供
す
る
尾
西
記
念
病
院
と
、
社

会
問
題
で
も
あ
る
認
知
症
に
真
っ
向
か
ら
向

き
合
い
、
認
知
症
を
抱
え
る
高
齢
者
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
上
林
記
念
病
院
。
二

つ
の
特
色
あ
る
病
院
機
能
を
フ
ル
に
活
か
し
、

杏
嶺
会
で
は
多
面
的
な
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
展
開
し
て
い
る
。

※ 

Ｆ
Ｉ
Ｍ
利
得
は
日
常
生
活
活
動
の
改
善
度
を
示
す
指
標
。

Ｆ
Ｉ
Ｍ
利
得
が
高
い
ほ
ど
リ
ハ
効
果
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

重
症
患
者
も
認
知
症
患
者
も

幅
広
く
受
け
入
れ
、

在
宅
へ
の
復
帰
を
め
ざ
す
。

尾
張
西
部
医
療
圏（
一
宮
市・稲
沢
市
）に
お
い
て
、

急
性
期
医
療
に
特
化
し
た
一
宮
西
病
院
を
中
心
に
、

４
病
院
２
施
設
と
在
宅
医
療・介
護
を
支
援
す
る
各
種
事
業
所
を
通
じ
、

急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
幅
広
い
医
療
を
展
開
す
る

社
会
医
療
法
人
杏
嶺
会（
き
ょ
う
り
ょ
う
か
い
）。

今
回
は
そ
の
多
様
な
事
業
の
な
か
か
ら
、

尾
西
記
念
病
院
と
上
林
記
念
病
院
で
提
供
し
て
い
る

︿
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
医
療
﹀に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

同
法
人
が
め
ざ
す
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
医
療
の
あ
り
方
を
探
っ
た
。

●
杏
嶺
会
で
は
、
効
率
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
片
麻
痺
の
リ
ハ
ビ
リ
療
法

と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
川
平
法
（
促
通
反

復
療
法
）」。
こ
れ
は
、
こ
わ
ば
っ
て
動
か
な

い
手
指
を
１
本
ず
つ
伸
ば
す
施
術
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
脳
卒
中
で
遮
断
さ
れ
た
神

経
回
路
に
働
き
か
け
る
も
の
。
同
法
人
で

は
、
川
平
法
の
考
案
者
で
あ
る
鹿
児
島
大

学
の
川
平
和
美
名
誉
教
授
の
も
と
に
職
員

を
派
遣
し
、
そ
こ
で
直
接
研
修
を
受
け
た

者
を
尾
西
記
念
・
上
林
記
念
の
両
院
に
配

置
し
て
い
る
。

●
ま
た
、
尾
西
記
念
病
院
で
は
、ア
ス
リ
ー
ト

の
早
期
競
技
復
帰
を
助
け
る
機
器
と
し
て

も
注
目
さ
れ
る
反
重
力
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
「
ア
ル

タ
ー
Ｇ
」
を
導
入
。
空
気
圧
を
利
用
し
、
体

重
の
負
担
を
軽
く
し
て︿
立
つ
・
歩
く
・
走

る
﹀訓
練
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
下
肢
・
膝
に

障
害
を
持
つ
患
者
の
訓
練
に
役
立
て
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
同
法
人
で
は
、
最
新
機
器
を
取

り
入
れ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
追
求
し
て
い
く
構
え
だ
。

尾
西
記
念
病
院
と
上
林
記
念
病
院
、

法
人
内
の
二
つ
の
病
院
が

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
を
展
開
し
て
い
る
。

01

日
常
生
活
活
動
の
改
善
を
め
ざ
し
、

質
の
高
い
回
復
期
リ
ハビ
リ
テ
ー
ション

医
療
を
提
供
す
る
。

ま
た
、地
域
の
高
齢
化
に
伴
い
、

増
え
続
け
る
認
知
症
患
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。

杏
嶺
会
が
め
ざ
す
の
は
、こ
の
街
で

社
会
復
帰
を
望
む
あ
ら
ゆ
る

患
者
を
支
え
る
体
制
作
り
だ
。

明
日
へ

の挑
戦
者

C
O

L
U
M

N

CHAPTER


